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Web サイトを新設･更新した場合、お客様のニーズと合致し、多くの登録会員を獲得し、 

成約を得るようになる迄には、一足飛びには行きません。 

Web サイトを成熟させるためには、まず、サイトを訪れる閲覧者が、どのような閲覧 

行動をするか を知り、その行動からお客様のニーズを汲み取って、それに合せた対策を 

サイトに施す必要があります。 

弊社（(有)ワイズシップス）は、このようなお客様の閲覧行動を把握するために、Google

が提供している Web サイト解析サービスである Google Analytics を 仲介 UP.com によっ

て制作するサイトに適用しております。 

Google Analytics は、どの地域から、どのような方法で Web サイトを訪問し、どの 

ページを どれだけの時間閲覧したか、また、複数回訪問した際には 閲覧行動がどのように

変化したか などについて、統計的に解析して 表示します。 

 Google Analytics では、個々の事例を積上げて解析しますので、閲覧数が増すほど 確度

が向上します。また、表示項目も多岐に渡っています。サイトを 顧客ニーズに直結する

Web サイトへ如何に速く成熟させるかは、これらの結果を どのように解釈して サイトに

反映させるか に懸っています。 

  

 Google Analytics は、Google が提供している Web サイト解析サービスです。弊社（(有)

ワイズシップス）が提供しているサービスではありません。その利用に当りましては、

Google が開示している利用規約を遵守する必要があります。 

 Google Analytics の利用に於きまして、特定の閲覧者の行動を個々に追跡することは  

できません。これは、Web サイトが 仲介 UP.com システムによって制作されているため、

重複したアプリケーションを通すと云う技術的な制約があるためです。 

 また、本項の操作マニュアルに於きましては、Web サイトを改訂する際に解析結果が 

サイトの改良･成熟のために効果が小さいと思われる項目については、詳しい説明を省略さ

せていただいております。 

 これらを、宜しくご了承の上 ご利用くださいますようお願い致します。 
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6.1.1. ログイン、ログアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メニューバーのツールメニューから Google Analytics タブをクリックしますと、ログイ

ン画面が開きます。 

 その Google アカウントの欄に、御社が取得した Google アカウント（メールアドレス、 

パスワード）を入力して  をクリックします。 

 ログアウトは、ブラウザで （閉じる）をクリックします。 

メニューバーのツールメニュー 
クリック 

Google アカウント 

(ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ､ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ) 

を入力 

 

クリック 
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6.1.2. マイレポート（Google Analytics 全体概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初に、マイレポート（Google Analytics 全体概要）ページが開きます。 

このページの 左ペインには、下図のように、Google Analytics の構成項目が示されて 

おります。 

 各項目をクリックすることによって、このサイトにアクセスした閲覧者の各項目の閲覧 

状況を調べることができます 

 

トップページ（マイレポート)左ペイン 

 なお、上記の  と  につきましては、現在、弊社（(有)ワイズ

シップス）は 仲介 UP.com に基づいた Web サイトの解析に利用しておりません。 

したがって、弊社は これら項目をサポートすることはできません。 

 コンバージョンは、お客様（不動産会社様）が Google 検索エンジンに広告を掲載した 

際（有料） に、その広告と連動して、Web サイトが SEO（Search Engine Optimization）

上位にランクされるように、解析･設定するための仕組みです。 

 また、カスタムレポートも、そのような SEO 対策のために、お客様固有の事象や指標を 

設定して、追跡・解析するためのものです。 

 これらをご利用になる場合には、Google の利用規約に沿って、お客様ご自身の責任で 

運用くださいますようにお願い致します。 
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 マイレポートページの上部には、この Web サイトの利用状況（閲覧経緯）の概要が示さ

れております。 

 右上欄の集計期間は、プルダウンをクリックすることによりカレンダーが表示され、期間

を変更することができます。変更しますと、その期間に合わせて グラフと「サイトの利用

状況」の欄に示される 集計結果が、直ちに変更されて表示されます。 

 「セッション」タブの横のプルダウンより、表示項目を選択できます。 

 セッションとは、このサイトへのアクセス回数です。サイト内で何ページ読み込もうと 

１セッションです。ビジットとも呼ばれ、数値が大きいほど、利用が活発なことを示します。 

 ページビューは、期間中に閲覧されたこのサイトの総ページ数です。 

 平均ページビューは、上両者の割算で､１回のアクセスで閲覧したページの平均値です。 

この数値が大きいほど、閲覧者はサイトの内容に興味をもっていることになります。 

 直帰率は、アクセスした人が 最初の１ページだけ見て 離脱してしまった割合(%)です。 

 平均サイト滞留時間は、このサイトを閲覧していた時間の平均値です。 

 新規セッション率は、このサイトを初めて訪問した閲覧者の割合(%)です。 

 これらの項目のラジオボタンをクリックすると、それに合せてグラフが変わります。 

集計期間 期間の変更 

マイレポート（トップページ､上部) 

プルダウン→項目選択（グラフが変わる） 

横軸の単位 

（日､週､月） 
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マイレポート（トップページ､下部) 

 マイレポートページの下部には、各詳細ページのサマリー（概要）が示されています。 

 ユーザーサマリーに於けるユーザー数は、期間中にこのサイトを訪問した閲覧者の総数 

です。図には、その期間中の閲覧者数の推移を示しています。 

 地図上のデータ表示は、アクセス地点を示します。日本をクリックしますと、日本のど

の地域からアクセスされたか が表示されます。 

 トラフィックサマリーは、どのような方法によってこのサイトを訪問したかを表示して

います。 

検索エンジンは、Yahoo や Google など、どの検索エンジンを利用したことを示します。 

参照サイトは、他の Web サイトのリンクを利用したことを示します。 

ノーリファラーとは、これら以外の場合です。リファラーとは、そのサイトにアクセス

させるに至った元のサイトの URL のことを指します。ノーリファラーとは、そのサイトに

アクセスさせた元のサイトが無い、つまり、お気に入りや、カタログなどを見てブラウザ

へ URL を直接入力して、サイトを訪れた場合です。その究極が登録会員です。ノーリファ

ラーには登録会員も含まれます。注目度が高いことを示すアクセス方法です。 

コンテンツサマリーには、閲覧者が期間中にこのサイトのどのページをどれだけ訪れた

か について 延べ件数と割合(%)を表示しています。 
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6.1.3. ユーザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左ペインのユーザータブを開きますと、概要以下 10 項の解析項目が表示されます。 

 ユーザーの各項では、閲覧者の情報が纏められています。 

すなわち、アクセスした地域、新規閲覧者とリピーターの割合、使用した言語、閲覧者の 

全体とリピーターの閲覧状況、使用した PC（ﾊﾟ-ｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ）やネットワークの環境が 

集計･解析されて、表示されます。 

これらは、Web サイトが 時間の経過とともに どれ程成熟したか を見積もる場合の 

指標となります。 

 

 

 

 

 

ユーザーの内容（上部） 

ユーザーの内容（下部） 
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(1) ユーザーサマリー（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーザーサマリー（概要）の表示形式は、マイレポート（全体概要）と同じです。 

 上部に、期間中の閲覧動向の推移がグラフ表示されます。 

プルダウンより、グラフの表示項目を選ぶことができます。ラジオボタンをクリック 

しますと、それに合せてグラフが変わります。 

ユーザーサマリー画面 

マイレポート（概要）と同じ内容 

ユーザー環境のサマリー 

クリック→詳細を表示 

ユニークユーザー：期間中にアクセスした人の頭数 
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(2) ベンチマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 地図上のデータ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  左ペインの地図上のデータ表示を開きますと、世界地図（マイレポート（6.1.2、pⅥ-5）

と同じ地図）が表示され、その下部に つぎ（次ページ）の 一覧と表 が表示されます。 

「サイトの利用状況」の上の欄は、期間中の サイトの閲覧状況が 表示項目毎に集計され

て 総計や平均値として表示されています。 

下段の表には、アクセスした地域（国名）がアクセス回数の多い順に表示されておます。 

引用例（所在地：京都府南部）では、セッション数が選択されており、セッション数が多

い順に並んでいます。国内からの閲覧が圧倒的ですが、海外からもアクセスされていること

がわかります 

表示項目を選択しますと、その項目の順位が付け直されて、その順位の順に表示が変わり 

ます 

 なお、「コンバージョン」タブは、現在、利用できません。理由は、前述（6.1.2.pⅥ-3）

のとおりです。 

 ベンチマークは、サイトの成熟度が 十分なのか 不足なのかを 基準を設定して 判定する 

手法です。 

 現在、仲介 UP.com によって制作するサイトにつきましては、基準となる対象を 設定 

しておりません。このため ベンチマークは利用しておりません。 

ここでの追加項目は、ユニークユーザーです。 

ユニークユーザーとは、期間中にこの Web サイトを訪問した人数です。同じ人が複数回 

訪問しても、１ユーザーとしてカウントします。そのサイトに興味を示している人がどれ程

いるかを知るための尺度になります。 

 この引用例では、期間中に 795 人が 1,424 回このサイトを訪問したことになります。 

 下部の「ユーザー環境」欄では、PC 環境（（8）pⅥ-13）の中から閲覧者がアクセスする

際に用いたブラウザの種類を、またネットワーク環境（（9）pⅥ-13）の中からアクセス時の 

通信速度（光回線、DSL、など）を 各々抜粋して一覧表示しています。 

 各々の欄の下部の「レポートを表示」をクリックしますと、詳細ページの詳しいデータが

表示されます。 
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世界地図の下部の詳細表示 

絞込み検索ができる 
表示件数を変更 

 世界地図の日本部分をクリックしますと、国内のアクセス状況の詳細が表示されます 

（次ページ）。 

 引用例（所在地：京都府 南部）では、９月からの１ヵ月の間に、全国 71 都市から 1,420

件のアクセスがあったことがわかります。 

地元京都からのアクセスが多いのは当然ですが、大阪や東京など大都市からのアクセス

も相当数に上っています。 

インターネットの普及によって、不動産の取引が全国規模に拡がっていることがわかり

ます。 

地元からのアクセスと 地方からのアクセスを区別して、各々の閲覧の目的を把握して、 

Web サイトの改良に活かして行くことは、成果を得るために重要です。 

プルダウンの表示項目の集計結果（世界） 

選択に合せて順位が変わる 

使用できません 
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絞込み検索ができる 表示件数を変更 

国内からのアクセス状況 

表示項目の集計結果（国内） 

選択に合せて順位が変わる 

使用できません 
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(4) 新規ユーザーとリピーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左ペインの新規ユーザーとリピーターをクリックしますと、その詳細を見ることができ 

ます。 

新規ユーザーは、この期間中に、初めて１回限りこのサイトを訪れた人をカウントします。 

 リピーターは、設定期間に関係なくこのサイトを複数回訪れたことがある人の 期間中の 

訪問回数の総和をカウントします。  

新規ユーザーとリピーターの解析 

項目を選択して表示（左と同じ） 

リピーター 

新規閲覧 

適用しておりません 
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(5) 言語 

 

 

 

 

 

 (6) ユーザーの傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザーの傾向 の項目では、セッション数（ビジット数、アクセス回数）、ユニークユー

ザー数（閲覧者の人数）、ページビュー数、平均ページビュー数、サイト滞在時間、直帰率 

の各々が、期間中どのように推移したか が日毎に棒グラフで表示されます。 

 これらを曜日で見てみると、前三項では、木曜日と金曜日が他の曜日に比べて多い傾向に 

ありますが、顕著な差は無いように思われます。 

 木曜日が多いのは、業界の定休日が水曜日であり、その翌木曜日は業者様間での情報収集

が多くなるためかと想像されます。また、週末の金曜日は休日の物件探しのために一般の方

のアクセスが多くなるためかと思われます。 

 これらの指標は、短期間よりも長期間に渡って解析する方が、サイト開設･改訂からの閲覧

動向（サイト成熟度）が把握できるため、意味があるように思われます。 

 ただし、アクセス件数を増やす と云う本来の目的には 大いに役立つとは思われません。

詳細な説明は割愛させていただきます。 

 

この引用例（前ページ）では、仲介 UP.com による Web サイトを開設して約 1 年半です

が、リピーターのアクセスが６割強を占めています。固定ユーザーの定期的な閲覧が定着 

してきたことがわかります。 

 表示ボックスのプルダウンより、表示項目を変更することができます。左のボックスから

選択しますと、表中に数値として表示されます。右のボックスから選択しますと、グラフ表

示になります。 

 なお、目標セットは、コンバージョンに係わる項目であり、仲介 UP.com システムでは 

適用しておりません。 

 仲介 UP.com システムによる Web サイトは、現在、日本語によって制作し、国内に展開

しております。 

 引用例でも日本語によるアクセスが、圧倒的に多くなっています。 
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(7) リピート訪問数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (8) PC 環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (9) ネットワーク環境 

 

 

 

 

 

 

 

(10) ユーザー定義 

 

 

 

 

 Web サイトの利用効率を上げるには、リピート訪問者の数を増やさなくてはなりません。 

 リピート訪問数の項目では、リピートセッション数、訪問頻度、滞在時間、滞在中のペー

ジビュー数が、各々 棒グラフで表示されます。 

 ただし、これらの解析も、Web サイトの使い込みの効果を知るためには役立ちますが、 

お客様のニーズに適う Web サイトをどのように作成するか に対しては、大いに役立つとは

思われません。この項目についても、詳細説明は省略致します。 

 

 Web サイトを最新の技術（ソフト、アプリケーションなど）で作成しても、お客様が閲覧

できなければ意味がありません。サイト作成にあたって、閲覧者の PC 環境をチェックして、

それに合せることが必要です。 

PC（パソコン）環境の項目では、ブラウザ、OS（Operation System）、ブラウザと OS の

組合せ、画面の色（bit 数）、画面の解像度、Flash のバージョン、Java サポートの有無 が 

表示されます。 

 しかし、これらの項目も、お客様ニーズに適う Web サイト作成の観点からは、効果が大き

いとは期待できないように思われます。詳細説明は 割愛致します。 

 

できるとは 

 

 

 ネットワーク環境の項目では、利用ネットワーク、ホスト名、接続速度の各々の詳細が 

表示されます。 

 これらの項目も、効果的なサイト構築の観点からは、これらの解析が大いに役立つとは 

思われません。こ詳細説明は 省略致します。 

 仲介 UP.com システムによる Web サイトでは、現在、特定ユーザーを指定した解析は、

実施しておりません。 
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6.1.4. トラフィック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左ペインのトラフィックタブを開きますと、概要以下 9 項の解析項目が表示されます。 

 トラフィック では、どのような方法によってこのサイトを訪問したかを表示しています。 

 その方法とは、このサイトへ辿り着いた道筋（ルート）と 閲覧のために入力したキー 

ワードです。 

 これらの項目の多くは、顧客ニーズに直結する Web サイトを構築する（サイトが SEO

（Search Engine Optimization）上位にランクされる）ために重要です。 

トラフィックの内容 
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(1) トラフィックサマリー（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トラフィック項では、閲覧者がどのような方法によってこのサイトを訪問したかを表示し

ています。 

 既に、マイレポート（6.1.2、pⅥ-4）に於いて述べたように、サイトを訪問するには、 

検索エンジン、参照サイト（リンク）、ノーリファラー（お気に入り、ブックマーク､など）

のいずれかを利用する必要があります。 

後者の方の割合が多いほど、サイトは成果が上る状態で使われていることを示します。 

下部の参照元覧は、閲覧者が用いた 検索エンジンと参照サイトを合せて、利用の多い順

に表示されています。(5) 全ての参照元（pⅥ-18）のダイジェストです。 

 キーワード覧は、閲覧者が目的のサイトを探すために、検索エンジンに入力したテキスト 

(文字)を順位付けしています。(7)キーワード（pⅥ-19）のダイジェストです。 

トラフィックサマリーの画面 
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(2) ノーリファラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リファラーとは、そのサイトにアクセスさせるに至った元のサイトの URL を指します。 

ノーリファラーとは、そのサイトにアクセスさせた元のサイトが無い、つまりお気に入り

や、カタログなどを見てブラウザへ URL を直接入力して、サイトを訪れた場合に相当します。 

その究極が登録会員です。ノーリファラーには登録会員も含まれます。 

閲覧者の注目度が高いことを示すアクセス方法です。 

会員となり、或いは お気に入り（ブックマーク）に登録して、度々（定期的に）アク 

セスして下さるような閲覧者が多いことは、サイトのもっとも望ましい形態です。 

ノーリファラーの画面 

引用例のノーリファラーの画面を見ますと、全体の 10％強に当り、他のアクセス方法の

場合に比べて、平均サイト滞留時間が長く、直帰率は低く、平均ページビューは大きな値

であり、何れも閲覧者がこのサイトに興味をもって接していることがわかります。 



6. ツール    6.1. Google Analytics 

Ⅵ-17 

(3) 参照サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参照サイトでは、他の Web サイトのリンクをクリックしてこのサイトを訪れた場合です。 

 したがって、どのようなサイトにリンクを貼ってもらうか は重要です。 

 まず、多量の物件情報と多くの加盟店を有するフランチャイザー（例えば、センチュリー

21）のネットワークにリンクを貼る方法があります。 

 Yahoo や Google など検索に強い会社の不動産部門に広告を出して、それらから誘導する

ことも有効です。 

 また、地域的に競合しないような同業他社の Web サイトと互いにリンクを貼り合うこと

も効果が期待できます。 

絞込み検索ができる 
表示件数を変更 

前(次)ページ 

検索サイトの画面 
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(4) 検索エンジン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Web サイトを新設した場合、Yahoo や Google のような検索エンジンは、閲覧者をサイト

へ誘導する唯一のルートです。 

 SEO (Search Engine Optimization) 対策を、どのような検索エンジンに於いて実施する

かは、サイトを成熟させるために重要です。 

 引用例から、国内の不動産サイトの閲覧には、Yahoo がもっとも多用されており、Google 

が続いていることがわかります。 

検索エンジンの画面 

Yahoo に Google が続いている 

選択に合せて順位が変わる 
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(5) 全ての参照元 

 

 

 

 

 

 

(6) AdWords 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全ての参照元では、上記の３項目を組み合せて、どのようなルートによってアクセスされ

たか を表示しております。 

 詳細説明は割愛します。ご了承のことお願い致します。 

 AdWords の Ad は Advertisement（広告）の略です。したがって、AdWords は、広告を

掲載する場合の仕組み（システム）を意味します。 

 ただし、前述（6.1.2 ､pⅥ-2）しましたように、弊社（(有)ワイズシップス）では、 

仲介 UP.com を用いて制作した Web サイトの広告関連につきましては、現在、一切携わって

おりません。 

 AdWords の利用につきましては、Google の利用規約に沿って、お客様ご自身の責任で 

運用くださいますようにお願い致します。 
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(7) キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キーワードは、閲覧者が閲覧の目的を達成するために、検索エンジンの検索ボックスに 

入力するテキスト（文字）です。 

 閲覧目的がそのまま表示されますので、もっとも重要な情報です。 

 キーワードを意識して、Web サイトに於ける物件の掲載順位、おすすめ物件の選定、特集

の組み方、キャンペーンの実行、等々を決めることが、魅力あるサイト構築には大切です。 

区名 

市の町名 

不動産会社名 
区名 

¥イ 
不動産会社名 

区名 

物件名（マンション） 

物件名（マンション） 

区名 

キーワードの画面 

表示件数を変更 絞込み検索 

前(次)ページ 

選択に合せて順位が変わる 
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(8) キャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 広告の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記 引用例（前ページ）によって、具体的に説明します。 

 1 番目と 2 番目は、地区名を指定して、土地を探しています。 

とくに、2 番目は、地区名を狭く限定しています。何度もリピートを繰返して探している

と想像されます。このような場合、特集を組んで 該当しそうな物件を一覧表示すると、 

マッチングする確率は高まると考えられます。 

 3 番目と 5 番目は、不動産会社名を直接入力して、その会社の物件を閲覧しています。 

 4 番目は、区内にある不動産会社をリストアップしようとした場合です。 

 6 番目と 9 番目は、区内にあるセンチュリー21 のフランチャイザーを探しています。 

 7 番目は、大手で かつ 収益性が高い不動産会社を探そうとしています。 

 8 番目と 10 番目は、物件（マンション）名を指定して、その詳細条件を見ようとして 

います。このような客層には、対案も含めて特集の提案が有効であろうと思われます。 

 この引用例では、464 種類のキーワードが入力されています。 

下位のキーワードを見て行くと、次第に 特定物件（マンション名、限定区域の物件、限定

条件の物件）の指定が多くなっております。 

 このような顧客要望を集約して、特集を組むことによって、成約に近づくと期待されます。 

 キャンペーンは、仲介 UP.com による Web サイトでは トップページの大バナー および 

そのリンクページ を制作することによって、閲覧に供することができます。 

 ただし、現在のところ、このようなキャンペーンの Google Analytics との連動は、実施 

しておりません。ご了承のことお願い致します。 

 広告につきましては、前述（6.1.2 ､pⅥ-2 、(6)､pⅥ-17）しましたように、仲介 UP.com

を用いて制作した Web サイトの広告関連につきましては、現在、一切携わっておりません。 

お客様ご自身の責任に於いて、お取扱いくださいますようにお願い致します。 
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6.1.5. コンテンツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左ペインのコンテンツタブを開きますと、概要以下 7 項の解析項目が表示されます。 

 これらの項目は、閲覧者が Web サイトの各ページをどのように辿ったか を統計的に 

解析して、表示します。 

コンテンツの内容 

 なお、下部に表示されている  と  は、現在のところ、 

Google Analytics では 利用できません。 

 サイト内検索は、Web サイト内のテキスト（文字）を指定して検索する機能です。また、 

イベントのトラッキングは、特定の閲覧者を指定して、そのサイト内での閲覧の動きを追跡

する機能です。 

 両機能ともに、仲介 UP.com を用いて制作した Web サイトでは、重複したアプリケーショ

ンを通して、データを集積し 解析しなければならないため、技術的に難しい状況にあります。 
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(1) コンテンツサマリー（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンテンツ項では、閲覧者がサイト内で どのページをどれだけ閲覧したかを 統計的に解

析して表示しています。 

 コンテンツサマリーの画面でページビューのプルダウンを開くと、ページ別セッション

数、平均ページ滞留時間、直帰率、離脱率 の各項の期間中の推移 をグラフ表示させること

ができます。 

 下部には、サイト内で閲覧されたページが多い順に表示されています。閲覧回数が圧倒的

に多いのは トップページです。 

 

コンテンツサマリーの画面 

プルダウンを開いた 

トップページ 

物件表示ページ 
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 コンテンツサマリー（前ページ）の下部右側について説明します 

ナビゲーションの分析（ナビゲーション一覧、ページ遷移）および 閲覧開始ページの 

最適化（ページ別の参照元、ページ別のキーワード）をクリックしますと、次項 上位の 

コンテンツ の各ページが開きます。 

 また、クリックパターン（サイト上のデータ表示）をクリックしますと、Web サイトの 

トップページに於いて、閲覧者が どのリンクを各々どの程度クリックしたか の割合（％） 

が表示されます。この表示は、(7）サイト上のデータ表示（pⅥ-35）と同じです。 
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(2) 上位のコンテンツ 

 

 

 

 

 

 

グラフの表示項目を選択 

表示項目 

表示項目の集計結果 

上位ページ毎の表示 

絞込み検索 
表示件数を変更 

トップページ 

スタッフ紹介 

索引 

上位のコンテンツの画面 

左ペインの上位のコンテンツをクリックしますと、次図 が表示されます。 

 上部には、期間中の閲覧の 総回数をベースとした解析が記載されます。 

選択に合せて順位が変わる 
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ページビューの横のプルダウンをクリックしますと、グラフに表示する項目を選択でき 

ます。ラジオボタンをクリックしますと、その項目のグラフ（期間中の推移）が表示され 

ます。 

下部のコンテンツのパフォーマンスの項の上部分には、期間中のグラフで表示されている

項目の総計と平均値が表示されます。 

その下の部分の表は、その内訳です。すなわち、閲覧者が訪問したページを閲覧回数 

（ページビュー）の多い順にリストアップされています。 

当然ながら、トップページがもっとも多くなっています。その下には、物件閲覧関連の 

ページが多く並んでいますが、その中に、スタッフ紹介 や索引のページが上位 10 位の中に

含まれているのは注目です。 

なお、表中の表示項目をクリックして選択しますと、その項目の順位の順に ページの並び

替えが行われます。 
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 コンテンツサマリー（pⅥ-23）の下部右側の ナビゲーションの分析のナビゲーション一覧 

をクリックしますと、次図が表示されます。 

 ここでは、サイトの特定（ナビゲーション）ページを取り上げて、そのページがどこから

閲覧（リンク）され、つぎにどこへ移動（リンク）したかを 表示しています。 

ナビゲーションサマリー画面 

スタッフ紹介 

会社案内 

スタッフ紹介 

索引 

会社案内 

ナビゲーションするページを選択 
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 まず、ここではナビゲーション（注目）するページを決める必要があります。そのために

は、中央部のあるプルダウンからページを選択します。 

 この引用例では、トップページが選ばれています。 

上部のグラフ部分は、上位のコンテンツ（pⅥ-23）と同じです。ただし、選択された 

ページについて、プルダウンのラジオボタンのついた項目の 期間中の推移をグラフ表示 

します。 

この引用例ではトップページの閲覧を集計し、各項目の期間中の推移を表示しています。 

 下の部分は、ナビビゲーションページへのリンク（左側）と ナビゲーションページから

のリンク（右側）の  ページビューを基準とした割合です。 

 引用例の場合、トップページへのリンクの割合は、トップページをサイト内で初めて開く

場合が 56％強、サイト内の他のページからもどる場合が 44％弱 となっています。 

 その下の表（左側）では、どのページから戻ったか について ページビューの割合の多い

順にリストアップされています。 

 物件の閲覧関連以外に、会社案内 や スタッフ紹介が上位にランクされているのが 注目

されます。 

 トップページからのリンクの割合は、サイト外の離脱してしまう場合が 23％弱、サイト内

の他のページを訪れる場合が 77％強となっています。 

 その下の表（右側）には、どのページへ閲覧しに行ったかについて ページビューの割合

が多い順にリストアップされています。 

 スタッフ紹介、索引、会社案内 が上位にランクされており、これらが重要ページである 

ことが分ります。 

 コンテンツサマリー（pⅥ-23）下部右側の ナビゲーションの分析のページ遷移を 

クリックすると、次図（次ページ）が開きます。 

 ページ遷移は、上記のナビゲーションサマリー（指標；ページビュー）と同様の構成です

が、基準となる指標がセッション（ビジット、アクセス回数、サイト内で何ページ読み込も

うと１セッション）に代わっています。 

 まず、閲覧のスタート（開始位置）となるページを、中央部のプルダウンから選択します。 

 すると、そのページの閲覧の期間中の推移が上部にグラフ表示されるのは、上記ナビゲー

ションサマリーの場合と同じです。 

 この引用例では、トップページが選択されています。 

 下部の中央部には、開始位置ページからリンクされた次のページが セッション数が多い

順に表示されます。 
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ページ遷移の画面 

開始位置のページを選択 

スタッフ紹介 

索引 

会社概要 

目次 

閲覧終了ページを表示 

スタッフ紹介 

 引用例では、売買物件探索ページに続いて、スタッフ紹介ページが第 2 位にあり、索引、

会社概要、目次の各ページもトップページから高い割合で開かれていることがわかります。 

 ナビゲーションサマリーで示されたと同様に、閲覧者は 物件探索だけではなく、スタッ

フ紹介など 付随した情報にも 興味をもっていることがわかります。 
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 これらの各ページ表示の右側にある  をクリックしますと、各々のページからの閲覧

終了（サイト離脱）ページが、セッション数の多い順に 左側の表にリストアップされます 

引用例では、第 2 位のスタッフ紹介を選択した場合について示しました。この場合には、 

同じページ表示ですので、閲覧者の約 73％がそのまま閲覧終了（サイト離脱）したことが

わかります。 

 コンテンツサマリー（pⅥ-23）下部右側の 閲覧開始ページの最適化のページ別参照元を 

クリックしますと、次図 が開きます。 

ページ別の参照元画面 

プルダウン→表示項目 

参照元からのリンクページを選択 

表示項目の集計結果 

選択に合せて順位が変わる 
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 ここでは、選択したページが、どのような方法（参照元）によって訪問されたか を調べ

ます。 

 まず、注目する（参照元を知りたい）ページを、画面中央部の プルダウンより選択し 

ます。 

 この引用例では、トップページが選択されています。 

 ページを選択すると、そのページの閲覧の 期間中の推移が上部にグラフ表示されます。

プルダウンを開いて、表示項目を選択できます。 

 コンテンツのパフォーマンスの直下の一覧は、表示項目の集計結果です。 

 下部の表が、本題の 参照元の一覧です。期間中のページビュー数の多い順に表示されて

います。 

 引用例では、検索エンジンの Yahoo が第１位で、続いて Google、ノーリファラー（お気

に入り、ブックマーク）、Yahoo 不動産部門の広告、bing（マイクロソフトの検索エンジン）

の順となっています。 

コンテンツサマリー（pⅥ-23）下部右側の 閲覧開始ページの最適化の ページ別 キー 

ワード をクリックしますと、次図 （次ページ）が開きます。 

 前項 6.1.4. (7)キーワード（pⅥ-20）では、サイトを閲覧した全セッションに於いて入力

されたキーワードを集計して表示した のに対して、ここでは、閲覧されたページ毎に入力

されたキーワードが表示されます。 

 まず、上記と同様に、注目する (使われたキーワードを知りたい）ページを、プルダウン

より選択します。 

引用例では、トップページが選択され、このページが開かれた回数は 2,824 回で、その 

ために 146 種類のキーワードが入力されています。表では、それらのキーワードの中から 

 ページビューの多い順に リストアップしています。 

 上位のキーワードの特長は、前述の全セッションの集計の場合に比べて、具体的な固有 

名詞が多くなっているように思われます。 

 表のヘッダー部分の表示項目をクリックして、別の項目を選択すると、その項目でのキー

ワードが数の多い順にリストアップされて 表示されます。 
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注目するページを選択 

ページ別キーワード画面 

選択に合せて順位が変わる 

表示件数を変更 
絞込み検索 

前(次)ページ 
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(3) タイトル別のコンテンツ 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル別のコンテンツ画面 

 タイトルは、仲介 UP.com を用いて制作した Web サイトでは、メニューバーに その 

ページの題目として表示されます。前述（5.2、pⅤ-9）したように、サイト制作の際に、 

カテゴリ毎に 同じタイトルが入力されているはずです。 

左ペインのタイトル別のコンテンツをクリックしますと、次図 が表示されます。 

 

 

選択に合せて順位が変わる 
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(4) コンテンツの詳細 

 

 

 

 

 引用例では、期間中 延べ 7,917 ページが閲覧され、383 のタイトルが表示されています。 

 タイトルは、カテゴリ毎に分類されていますので、閲覧者がサイトを訪問する目的を把

握するために重要です。 

 左ペインのコンテンツの詳細をクリックしますと、つぎの図が開きます。  

コンテンツの詳細画面 



6. ツール    6.1. Google Analytics 

Ⅵ-35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 閲覧開始ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 離脱ページ 

 

 

 

 

 

(7) サイト上のデータ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 画面の構成は、上述した多くの場合と同じです。 

 この画面では、上述のタイトル別のコンテンツよりも サイト訪問の目的をもっと概略に 

表示します。 

 すなわち、引用例では、ページビューの順位が、売買関連、トップページ、物件一覧、 

会社概要、索引、の順となっており、不動産サイトとしては正常の姿で閲覧されていること

がわかります。 

 左ペインの閲覧開始ページをクリックしますと、上述までと同じ構成の 閲覧開始ページ 

が開きます。 

 閲覧の工程（ルート、道筋）につきましては、すでに前述（(2)ナビゲーションサマリー、 

(pⅥ-27)、ページ遷移 (pⅥ-29)）しましたが、ここでは、閲覧の開始ページに焦点を当てて 

解析した結果の図が表示されます。 

引用例では、トップページからが圧倒的であることが同様に示されています。 

 この閲覧開始ページは前述の一部です。したがって、詳細説明については省略致します。 

 

 上記と同様に、左ペインの離脱ページから、どのページで閲覧を中止したかに焦点を当てた 

解析結果の図が表示されます。 

 この場合も、閲覧の工程に含まれています。詳細説明は割愛させていただきます。 

 左ペインのサイト上のデータ表示 をクリックしますと、御社の Web サイトのトップページ

に於いて、閲覧者が どのリンク（ヘッダーバナー､ヘッダーメニュー､トップページフラッシュ､

特集バナー､小バナー､大バナー､サイドメニュー､おすすめ物件､What’s New､ご挨拶）が 各々 

どの程度クリックされたか の割合（％）が 各々の箇所に表示されます。 

 これは、(1) コンテンツサマリー（pⅥ-23）の下部右側の クリックパターンのサイト上の 

データ表示をクリックした場合と同じです。 

 ご確認くださいますよう お願い致します。 
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(8) サイト内検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) イベントのトラッキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サイト内検索は、Web サイト内のテキスト（文字）を指定して検索する機能です。 

 ただし、前述（pⅥ-22）したように、現在、この機能は使用できません。 

仲介 UP.com を用いて制作した Web サイトでは、重複したアプリケーションを通して、

データを集積し 解析しなければならないため、技術的に難しい状況にあります。 

 イベントのトラッキングは、特定の閲覧者を指定して、そのサイト内での閲覧の動きを 

追跡する機能です。 

 この機能も、現在、使用できません。上記と同じ理由によります。 
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